































































































































































































































































































































大人同士の会話時よりも高いピッチ ＼ ′_/ 基本的に1音節1音
青葉の持つ抑執こ従う､あるいは強調 ＼ ノ7.-/. 比較的軌 ､青葉の支配
短い音節群の繰り返しとそれに伴う動作のリズム <It ､t .. 青葉がもつリズムとは別の律動感I. _I.
短いセンテンス <.:II-T>1.-.一..-- 少ない音数､比較的狭い音域
子どものLiFSを受けとめた言葉かけ (再鮒 ).:I:こ.ヾ こ､､＼＼. 旋恥 基本的に順次断●
､､.●､七､∴､旋御 ､ら感じられる高揚感､ ヽ
･､. ＼ 比較的短い号ティー フヽ
㌔.音やリズムを媒介としたコミュニケーション
わかりやすくするために,実線,破線,点線,l点鎖線,2点鎖線を用いて,共通するものを韻で結んで記した｡
このような関係からわかるように,養育者の子ど
も-の言葉かけは,日本の伝統的な ｢こもりうた｣
と共通した音楽的働きをしている｡このような音楽
的働きを通して,子どもは無意識の内に】日本語が
歌われる際の音楽的要素,すなわち,響きやリズム,
音の高低,旋律線等を受けとめていくのである｡子
どもの誕生以後,このような活動が毎日毎日,繰り
返し繰り返し,養育者と子どもの間で行われている｡
このようなプロセスを通して,｢こもりうた｣にみら
れる音楽的要素は,子どもの成長 ･発達の過程で次
第に内在化され,同化されていく｡それが,その子
どもの固有の音楽感覚,すなわち音楽的母語の形成
につながっていくのである｡子どもの音楽感覚形成
の視点から ｢こもりうた｣のもつ意義を整理すると
次のようになる｡
1.子どもの音楽的発達の基盤としての機能
2.子どもと養育者の間で行われる最も親密な音楽
的コミュニケーション活動
3.子どものもつ固有の音楽感覚形成-の直接的な
関わり
4.子どもの音楽的ルーツ認識に果たす有効性
｢こもりうた｣は,人の成長の最も早い時期の音
楽的コミュニケーションを形成する存在として意義
深いものであり,子どもの音楽的成長を考える上で,
｢こもりうた｣自体が重要な存在であるといえる｡
つまり,｢こもりうた｣のもつ音楽教育的な意義は充
分認識されなければならない｡
学齢期の子どもの教育が,自分のルーツを認識す
ることに重点を置くとすれば,音楽教育においても,
個々の子どものもつ固有の音楽感覚形成の視点から,
｢こもりうた｣について学習する必要があるのでは
ないだろうか｡
Ⅳ.今後の課類
本研究では ｢こもりうた｣が音楽感覚形成におい
て果たす機能について論じた｡今後の課題は,｢こも
りうた｣を起点とする自己の音楽的ルーツを罷織す
る音楽学習について,具体的な方法を開拓していく
ことである｡
【注】
1)音楽的コミュニケーション:音楽的活動を行う
者の間で,表現的行為を媒介として相互に行われ
る知覚 ･感情 ･思考の伝達｡
2)音楽的母語 :ある文化の中で育った者が身につ
けている潜在的音楽感覚であり,音楽学習を行う
上での基盤となるもの｡
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音楽感覚形成における ｢こもりうた｣の音楽教育的機能について
Title:TheMusicEducationalFunctionofLulabiesforFosterlngChildren'sMusicality
HarukoKATO (JointGraduateSchool(Ph.D.Program)intheScienceofSchoolEducation.Hyogo
UniversityofTeacherEducation)
ShinobuOku(FacultyofEducation,OkayamaUniversity)
Abstract:Thepurposeofthisstudyistoexaminetheeducationalfunctionoflulabiestofostermusicality
fromamusiceducationview-point.Lulabyisnotonlythefirstmusicalcommunicationinlifestage,'but
themostintimatemusicalcommunicationbetweenababyandhis/hercaregiver.Musicalcommunication
isthemostimportantfactorformusicaldevelopment.Therefore,lulabiesglVeagreatinfluenceon
developingmuSicalityandmusicalmothertonguewhichisthefoundationofmusiclearningand
understanding.Itisverynecessarytoappreciatemusicalmothertongueofeachchild,todevelopchildls
musicalityonthebaseofhis/hermothertonguefromaview-pointofmusiceducation.
KeyWords:musicaldevelopment,musicalcommunication,musicalmothertongue,lulaby,relationship
betweeninfantandcareglVer
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